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平成 30 年度 社会教育施設等職員の研修について 

仙台市生涯学習支援センター 

 

1 ねらい 

市民センター全 60館ならびに 19ヶ所の社会教育施設等の職員が，生涯学習事業の推進に必要な知識

や考え方を深められるようにするとともに，社会の変化や市民ニーズに迅速かつ柔軟に対応しながら，

積極的に市民や地域と連携を図ることができる専門的なスキルを身に付けられるようにする。 

 

2 平成 30年度の職員研修についての考え方 

(1) 社会教育施設職員に求められる資質・能力と生涯学習支援センターにおける研修との関連 

社会教育関係職員には，次のような資質・能力が求められ，OJT※や Off-JT※等により，その資

質・能力を高める必要がある。（H27.6.9 国立教育政策研究所社会教育実践研修センター 社会教育調査官 井上昌幸氏より） 

 

※ On The Job Training：職場内で日常の業務につきながら行う教育訓練。 

例：上司や先輩から学ぶ。所内の職員研修など。 

※ Off The Job Training：仕事を一時的に離れて行う研修。 

例：他の場所での研修 

 

① 情報把握と分析力 

・ 地域課題，社会が要請する課題 

・ 学習課題，学習要求（ニーズ） 

・ 地域の教育資源 

② 企画・立案能力 

・ 諸計画・施策 

・ 事業・学習プログラム 

・ 地域の人材確保・育成 

③ コーディネート能力 

・ 事業と関係者・関係機関 

・ 地域住民と学習活動 

・ 地域住民と地域の教育資源 

④ 助言・支援能力 

・ 社会教育指導者・関係者への対応 

・ 学習活動を通じた住民の組織化への対応 

・ 学校教育と社会教育の連携に関する対応 

⑤ 業務上必要な能力（上記１～４を支える能力でもある。） 

・ カウンセリング能力 

・ ファシリテーション能力 

・ プレゼンテーション能力 

・ 広報・広聴に関する知識，技術 

・現代的課題  

→ 「生涯学習応用研修」で対応 

・OJTにより各課・各館で対応 

・市民センターにおける実践  

→ 「事例発表研究研修」で事例紹介 

・OJTにより各課・各館で対応 

・

・OJTにより各課・各館で対応 

・基礎・基本となる理念 

→ 「生涯学習基礎研修」ほか各研修で対応 

・OJTにより各課・各館で対応 

・「生涯学習応用研修」で対応 

・OJTにより各課・各館で対応 
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   また，基礎的な知識として，以下のものが必要である。 

 

・ 生涯学習の意義と生涯学習社会の構築について 

・ 社会教育の意義と特性について 

・ 社会教育行政の展開について 

・ 社会教育の内容・方法と指導者について 

・ 社会の諸問題及び生涯学習をめぐる 

新しい動向について 

・ 現代的な課題について 

 

 特に，社会教育に携わる者として，「コーディネート能力」，「ファシリテート能力」が最も必

要とされ，加えて「プレゼンテーション能力」も必要とされている。 

 

(2) 研修内容について 

社会教育施設職員に求められる資質・能力をもとに，今年度の研修を別紙のとおり分類し，実施

する。  

※ 平成 30年度「学びを支える人材育成推進事業」における職員研修体系，ならびに，「学びを

支える人材育成推進事業」における各研修（平成 30年度予定）  参照 

今年度の工夫点は，以下の 3点である。 

① 前年度に引き続き，ファシリテーションに特化した研修を「生涯学習応用研修～スキルア

ップ研修～」に位置付けた。 

② 情報発信（広報）に関わる研修を 2 回連続構成とし，「生涯学習応用研修～スキルアップ

研修～」に位置付けた。 

③ 「生涯学習応用研修～現代的課題対応研修～」は，一つのテーマ（多様性配慮）を多角的

に捉え，3回構成とした。 

 【1回目：社会教育施設における多様性への配慮，2回目：多様性への配慮と家族の在り方，

3回目：多様性への配慮～高齢者との関わり方～】（タイトルは仮） 

 

なお，市民センター業務に関わる内容については，「新任研修」，「館長研修」，「事例発表研究研

修」で行う。また，社会教育主事を主な受講対象とした研修は，「社会教育推進研修」として行う。 

                

※ 現代的課題 

生涯学習審議会答申「今後の社会の動向に対応した生涯学習の振興方策について」（平成 4(1994)年） で

示された考え方として，「生命，健康，人権，豊かな人間性，家庭・家族，消費者問題，地域の連帯，ま

ちづくり，交通問題，高齢化社会，男女共同参画型社会，科学技術，情報の活用，知的所有権，国際理解，

国際貢献・開発援助，人口・食糧，環境，資源・エネルギー等」，１９の課題を挙げている。 

 

今年度は，「生涯学習応用研修～スキルアップ研修～『ファシリテーション研修』」ならびに，「社

会教育推進研修」において，受講者の変容を捉えるアンケートを実施する予定である。 

・「生涯学習基礎研修」，「生涯学習応用研修」

で対応 （含「社会教育推進研修」等） 

・OJTにより各課・各館で対応 


